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人口6，007人一3

　男　2，897人一4

　女3，ilO人1－1．

世帯数1，766戸・＋8．
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スポーリシースン馴察一町春季ゲートボール大会一

平成2年

4

　3月9E．更郷町春季ゲートホ　ル大会が町総合グラウンドで開催さ
れ、男子／0チーム＼女子16チ　ムが出場しました。

　この大会は＼第44回県民体育大会の町予選を兼ねており、優勝した勇
女各／チ　ムが．4月伯Eヨに西郷村で行われる郡予選の出場権を得ました。

　結果は次のとおりです。
【男子の部】優勝越表下渡lIAチーム・2痘坤谷Aチー▲
【女子の部】優勝小野壬Aチー▲　　・2三八重原チーム

湊の音 ちかく澄みみて春の夜の
明けやらぬ庭にうぐひすの曙く

牧水

第466号 発行／宮崎県東臼杵郡東郷町・編集／企画財政課容69－2111
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2ヶ年計画で

総総文化センター判明

平燦臨予算は28億5，600万円

しも6し6‘る‘ ‘・9‘・庭・B・5しる‘るし・シしメパ・り‘・冥’シし’シ

　
三
月
定
例
町
議
会
が
九
月
に
招
集
、
二
十
二
日

ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
、
平
成
二
年
度
予
算
案
等

を
提
案
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。　

平
成
二
年
度
予
算
は
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
、
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
等
の
新
規
な

経
費
も
加
わ
り
前
年
度
と
比
較
し
て
、
か
な
り
な

伸
び
と
な
り
積
極
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
を
中
心
に
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

予
算
の
あ
ら
ま
し

　
一
般
会
計
予
算
は
、
ニ
レ
八
億
五

r
六
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
四
・

五
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
．
、

　
ま
ず
、
歳
入
を
構
成
割
合
別
に
み

翻
撫
難
・ρレ

議
会
で
所
信
を
述
べ
る
木
村
町
長

‘’A～乳～「’r～％～5㌔～5、～勉～5㌔～‘％～勉～5、～（㍉～5㌔～6㌔～ケ、～乳～

ま
す
と
、
地
方
交
付
税
が
十
二
億
五

壬
百
三
十
七
万
九
二
三
（
四
三
・
八

％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
県
支
出

金
が
四
億
七
百
四
十
五
万
五
千
円
（

一
四
∴
二
％
）
、
地
方
債
三
億
二
十
万

円
（
一
⊂
・
五
％
）
、
町
税
二
億
六
千

六
百
六
十
三
万
五
千
円
戸
兀
・
三
％
）

の
順
と
な
り
、
歳
入
の
調
達
分
類
で

み
る
と
、
地
方
交
付
税
等
の
依
存
財

源
が
、
歳
入
全
体
の
七
九
・
一
％
を

占
め
、
残
り
の
二
（
．
）
・
「
几
％
が
町
税

等
の
自
主
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
、

　
前
年
度
に
比
べ
て
み
る
と
、
町
税

は
会
社
法
人
の
業
績
好
況
に
よ
り
、

法
人
税
の
大
幅
増
収
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
も
あ
っ
て
四
・
三
％
の
伸
び
と

な
’
．
て
い
ま
す
．

　
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
に
ふ
る

さ
と
創
生
事
業
分
の
特
別
な
も
の
が

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
分

が
な
く
な
り
二
・
九
％
の
滅
と
な
り

ま
し
た
．

　
国
県
支
出
金
は
、
全
体
的
に
は
前

年
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
県
支
出
金

で
み
る
と
、
新
規
事
業
の
導
入
等
に

よ
り
一
一
・
四
％
の
増
と
な
’
．
げ
、
い

ま
す
、

　
地
方
債
は
、
過
疎
対
策
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を

建
設
す
る
等
の
財
源
と
し
て
発
行
す

る
こ
と
も
加
わ
り
、
二
一
・
五
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す

　
歳
出
を
経
費
の
性
質
別
に
み
ま
す

と
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の

義
務
的
経
費
が
十
一
億
瓦
予
四
百
七

十
万
托
千
円
（
四
一
・
．
八
％
）
、
普
通

建
設
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
か
十

一
億
五
壬
三
十
五
万
三
r
円
（
四
（
∵

三
％
）
、
物
件
費
な
ど
の
消
費
的
な

も
の
を
含
む
そ
の
他
の
経
費
は
五
宝

一
f
几
十
三
万
八
干
円
二
七
・
几

レ
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地

＜
開
設
の
進
む
林
道
熊
山
線

％
）
と
な
り
ま
し
た
．
．

　
普
通
建
設
事
業
の
中
で
、
単
独
事

業
費
は
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設

等
の
経
費
が
加
…
．
わ
り
四
一
二
・
二
〇
〇
の

増
と
な
り
ま
し
た
．
．

　
今
度
は
目
的
別
に
み
る
と
、
林
道

開
設
を
主
と
し
た
林
業
地
域
総
合
整

備
事
業
等
の
新
た
な
も
の
も
－
叩
え
〆
、
、

六
億
瓦
干
四
百
三
レ
丘
／
1
二
干
円
（

一
一
・
こ
％
〕
と
農
林
業
の
振
興
に

要
す
る
経
費
が
二
四
・
三
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
総
務
費
、
公
債
費
の

頼
と
な
っ
て
い
ま
す

　
農
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
主

な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す

O
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

。
第
三
期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策

　
事
業

。
県
単
小
規
模
排
水
事
業

。
暖
地
営
農
む
ら
づ
く
り
事
業

○
間
伐
促
進
強
化
対
策
事
業

、
つ

こ“、
つ

と報田丁

＜
八
戸
建
て
替
え
ら
れ
る
町
営
住
宅

‘

○
県
単
林
道
綱
整
備
事
業

○
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業

　
な
お
、
か
ね
て
か
ら
要
望
の
多
か

’．

ｽ
資
料
館
、
図
書
館
、
武
道
館
、

文
化
ホ
ー
ド
、
等
の
機
能
を
持
’
．
た
複

合
施
設
、
一
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
一
を
、
平
成
二
～
三
年
度
の
ニ

テ
年
で
建
設
す
る
こ
と
で
予
算
に
計

上
さ
れ
げ
、
い
ま
す

　
ま
た
、
町
営
住
宅
も
前
年
度
に
引

き
続
き
八
戸
建
設
さ
れ
ま
す
．
、

　
さ
ら
に
、
県
内
で
初
め
て
国
土
庁

の
指
定
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
「
ふ

る
さ
と
の
家
一
や
「
コ
テ
ー
ジ
一
等

の
施
設
を
含
め
て
、
牧
水
公
園
一
帯

の
管
理
運
営
を
、
東
郷
町
観
光
協
会

に
委
託
を
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
経

費
も
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
．
｝

　
前
年
度
に
「
自
ら
考
え
、
自
ら
行

う
地
域
づ
く
り
一
事
業
で
設
け
ら
れ

た
「
人
材
育
成
基
金
一
や
「
特
産
品

開
発
基
金
一
等
の
運
用
益
を
活
用
し

た
幅
広
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
予

算
も
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

卜F」文2年．4　目弓．

財産収入
49β目
’i．7％，

（209％｝

一

会計量予算
般 会 言十　2、856．000千円〔4．5％

一

特別会計
479．600千円〔0．8％1国民健康保険事業特別会計

471．578千円1：0．3％1老人保健特別会計

55．100千円1△17．g％簡易水道事業特別会計

266．459千円61％i国民健康保険病院事業会計

存

財

胎
　
、
主
財
源

金
金
2
9
％
．

【
廻
細
一
⑩
4

分
負
4
0
「

　　　　　町税
　自266・635
、　　　　　　（9．3％）
王

1　その他’

　239，874

　　（8．5％）　＼

他沁＿　　　＿一
［18，201〔4．1驚、　　　　　　舜　　　　　 ざ；

国庫支出金　　　　　3・llI
182，916

〔6．4矧　　　　　　／

　　　町債
　　300，200

　　（10．5％）　／

＼．・斜生1

険
地方交付税

　1，251，379

　　（43，8％）

ノ
歳入の財源構成

災害復旧事業費
2，631（0．1％）　『

義
投

務資

的

人件費

　648，887

　　　（22．7％）

経
　
費

ね＿
1，147，722　　≡　戸’≡　　　　　　扶助費
　　　　　にサ　　　　　　　　ざ（・…％）　3．Oll　g145（35％）1

　　　　　　　　　　　公債費

　　　　藁∵611協

　　　　／、響lll！6髪6＼

　　　消魂経費笹・％、

　　歳出の性質別構成

（
4
0
…
％
）

その他
95，292（3．3％）

農林水産業費

　　694，352

　　　（24．3％）

／　＼　その他

蕪骨

冒
一
一歴

3襯擢1IoIl

民生費
　　268，970

　　　（9．4％

総務費
561527

　　　（19．7％）

　　　　　　　　～
　　　　　　　　㌧篤

公債費

446，687

　　　（【5．6％）

土木費
358，445

　　（12．6％

歳出の目的別構成



5．弔成2年．1月写 詳報とうこう

コ
テ
ジ
内
部

　5人利用．可能で’、風呂、トイレ、

台所、冷暖房元備，

使用料1棟10．300円〔消費税込｝

〔利用時間は15時～翌朝11時〕

獅

炭焼小屋炭焼がま曝
　　　　　　　建築費1．299千円

馳瓢i醐達㌔＼

一心、

轡』 P

透
写

バ
　
サ
　
セ
ご

盛
齢

扇

　　　　貸コテージ

●貸コテージは5棟
●瀦く」宣2P皆野　46．92mご

●建築費26．368．千円（5棟〕

水車小屋木造平家建38．00血

　　　　　　建築費4，977千円

竃証

ノてクーゴワレフ場

公園事業で進められていた、

パターゴルフ場も完成。
1ラウンド（12ホール）310円。

幽鱒・
　　　、　　r　　　圃　．

　　P

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
用
の
炭

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

磯．紹｝

　
　
木
造
平
家
建
5
9
8
6
m

場
建
築
費
ー
ワ
．
．
6
8
3
占

　
　
公
園
内
で
遊
ん
だ
後
は
、

浴
輩
風
呂
で
汗
を
流
し
て

　
　
く
だ
さ
い
．
？
人
場
料
3
1
0
山
U

’3、るさとの小川

　　　　全長200m

　　　　建設費13，590千円

省く’

奪　

一
で
挽
い
た
地
ソ
バ
は
、
牧
水
庵
で
賞

坪
谷
川
の
清
流
そ
の
ま
ま
に
流
れ
ま
す
、

、
篇
遭
．
“
％
琴

　
　
鳳
〆
脅
ザ
、
詮
零
∵
騒
遜
U
．

町報とうこう 噛｝こ成2年．1弓号　4

蕪遡壽轟
響轡　禽i
／＼謎緯　　議題

、

灘
⑨
≧

田

翼
轟
譲
灘

ノ
コ
　
じ
　
ロ
　
の
ら
ミ

菊
一
、
＼

0

蓮〔牧水生家　　　　⑫水車小屋

②牧水記念館　　　②炭焼小屋

⑨自然プール／　⑨グラウンド

④牧水庵　　　　　⑩キャンプ場

⑤多目的研修施設　　⑪パターゴルフ場

　ふるさとの家　　⑫ふれあい広場

⑥コテージ棟

昭
和
六
レ
三
年
度
か
ら
二
午
年
計

画
で
進
め
ら
れ
て
き
た
．
リ
フ
ヒ

シ
ニ
ふ
る
さ
と
推
進
モ
デ
ル
事
業
一

に
よ
る
各
施
設
が
一
二
弓
に
完
成
し
、

四
目
一
日
か
ら
本
格
的
に
オ
ー
ブ
ン

し
ま
すこ

の
事
業
は
、
過
疎
対
策
推
進
事

業
と
し
〆
、
国
十
庁
が
進
め
て
い
る
も

の
で
、
県
内
で
は
本
町
が
初
め
て
の

指
定
を
受
け
て
い
ま
し
た
．
、

　
へ
－
回
完
成
し
た
の
は
、
貸
コ
テ
ー

ジ
丘
棟
、
浴
場
、
水
車
小
屋
、
炭
焼

小
屋
、
ふ
る
さ
と
の
小
川
で
、
昨
年

四
月
す
で
に
オ
，
ー
フ
ン
し
て
い
る
ふ

る
さ
と
の
家
と
合

わ
せ
て
総
事
業
費

は
、
三
億
四
下
六

百
五
卜
死
万
二
千

円
、　

豊
か
な
自
然
の

中
で
の
研
修
、
交

ψ砒

A
舶
心
い
の
場
と

し
〆
、
町
内
外
の
多

く
の
方
に
利
用
し

て
い
た
だ
を
㌔
た
い

も
の
で
す
．

ヨ
刺
回
創
劉
コ

リ
7
レ
塑
勃
呂

9

％⑭
ブノグツ

史． 直

播場
　　頭嚢引膨」
．圃軸二世



卜成2年．ユ月号．61、
つ

こ“、
つ

田丁 報　　と

国
保
運
営
委
員

　　

ｴ
ロ
幸
一
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ひ
～
一
　
お

　　

芒
|
芳
郎
氏

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
公

益
を
代
表
す
る
委
嘱
一
名
ど
被
保

険
者
を
代
表
す
る
委
員
一
名
が
欠

口
貝
と
な
’
．
〆
、
い
た
た
め
、
一
二
月
一

日
付
で
公
益
を
代
表
す
る
委
員
に

橋
口
幸
一
氏
（
5
9
歳
・
羽
坂
）
を

被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
に
松
掛

芳
郎
氏
（
5
1
歳
・
坪
谷
）
を
委
嘱
し

ま
し
た

　
］
国
民
健
阯
康
保
険
運
肯
口
協
増
議
ム
ム
は
、

国
民
健
康
保
険
の
運
営
（
一
部
負
担

に
委
嘱

金
の
割
合
、
給
付
内
容
の
改
善
、
保

険
税
徴
収
方
法
等
）
に
つ
い
て
の
音
心

見
交
換
や
調
査
、
審
議
、
さ
ら
に
町

長
へ
の
意
見
具
申
等
を
行
な
う
た
め

に
設
け
ら
れ
、
任
期
は
二
年
と
な
’
．

て
い
ま
す
．
一

　
委
員
は
全
部
で
六
人
で
任
期
中
の

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
．
一

　
公
益
を
代
表
す
る
委
員
　
黒
木
行

也
氏
（
議
会
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
）

春
の
青
少
年
を
申
ま
す
運
動

　
3
月
2
0
日
か
ら
4
月
1
6
日
ま
で
、

哀
目
少
年
を
伸
ば
す
運
動
一
が
展
開
さ

．
れ
げ
、
い
ま
す
．
こ
れ
は
春
休
み
を
中

心
に
、
青
少
年
が
新
し
い
希
望
に
燃

え
、
自
ら
規
律
あ
る
生
活
を
送
り
、

明
る
く
．
兀
気
に
た
く
ま
し
く
伸
び
る

よ
う
関
係
機
関
、
団
体
及
び
県
民
が

　
「
体
と
な
∫
．
た
地
域
ぐ
る
み
の
運
動

を
進
め
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図

ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
，

O
家
庭
で
の
注
意
事
項

　
〔
↓
け
じ
め
あ
る
、
規
律
正
し
い
生

r

イ
ー

　
活
を
送
る
．
．
子
供
の
教
育
や
し

　
　
つ
け
1
1
一
つ
と
め
る
．
．

　
サ
塁
竿
業
・
進
学
等
の
喜
び
を
・
家
族

　
み
ん
な
で
祝
ズ
．
て
あ
げ
る
、
新

　
し
い
生
活
へ
の
自
覚
を
高
め
る
、

　
3
家
事
の
手
伝
い
．
．
意
欲
あ
る
生

　
活
態
度
を
養
う
．

O
地
域
で
の
注
意
事
項

工
青
少
年
育
成
組
織
の
強
化
を
図

　
る

◎
地
域
で
の
活
動
参
加
．
、
地
域
の

　
清
掃
活
動
等
へ
親
子
で
参
加

　
国
民
健
康
保
険
医
代
表
　
高
僑
弘

憲
氏
〔
東
郷
病
院
院
長
）
▽
野
口
和

幸
氏
戸
東
郷
歯
科
診
療
所
医
師
）

　
被
保
険
者
代
表
　
塩
月
秀
幸
氏
（

福
瀬
）／絢』

〆∫

も．，讐
運

転

』
薄

．
も

　
　
噛
　
聯

2
賀

　
　
氏

　
　
一

〇
溺
幸

ノ

橋口松掛芳郎氏

　
　
す
る

　
3
声
を
か
け
よ
う
、
近
所
の
子
供

　
　
へ
．
．
進
学
等
の
「
お
め
で
と
う
」

　
　
や
「
お
は
よ
う
一
「
お
か
え
り
一

　
　
等
の
あ
い
さ
つ
．
．

　
家
庭
・
地
域
一
体
と
な
’
．
て
非
行

等
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
．
．

ノ
・
．

）
（

、
・

　
琶

〃

食
と
緑
の
博
嘆
藁
璽
ヂ
募
集

㌶
航

多

層
嘱

討

σ

　
今
年
8
月
8
日
か
ら
9
月
1
6
日
ま

で
の
4
0
日
間
、
宮
崎
空
港
で
開
催
さ

れ
る
「
食
と
緑
の
博
覧
会
み
や
ざ
き
、

9
0
」
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
コ
ン

．
パ
ニ
オ
ン
を
募
集
い
た
し
ま
す
、

▼
募
集
職
種
　
女
性
コ
ン
パ
ニ
オ
ン

　
食
と
緑
の
博
覧
会
に
お
け
る
改
札
、

　
観
客
の
案
内
等
．
、

▼
募
集
人
員
　
3
0
名
程
度

▼
応
募
資
格
　
平
成
2
年
4
月
1
日

　
現
在
で
、
満
1
8
歳
以
上
の
健
康
な

　
女
性
で
、
学
歴
、
職
歴
、
未
婚
、

　
既
婚
は
問
い
ま
せ
ん
．
一
　
（
高
校
生

　
は
除
き
ま
す
」

▼
応
募
書
類
　
履
歴
書
1
通
、
身
長

　
体
重
、
洋
服
及
び
靴
の
サ
イ
ズ
を

　
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
一
．
カ
ラ

　
一
写
真
履
歴
書
貼
付
1
枚
、
全
身

　
正
面
写
真
1
枚
、
返
信
用
封
筒
（

　
6
2
円
切
手
を
貼
り
宛
先
を
記
入
し

　
て
く
だ
さ
い
．
ご

▼
応
募
方
法
　
応
募
書
類
を
整
え
、

　
郵
送
ま
た
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ

　
っ
て
も
結
構
で
す
．
一

▼
募
集
期
間
　
4
月
2
0
日
目
ま
で

▼
そ
の
他
　
日
当
6
0
0
0
円
、
原

　
則
と
し
て
6
勤
1
休

▼
応
募
先
　
食
と
緑
の
博
覧
会
み
や

　
ざ
き
9
0
実
行
委
員
会
事
務
局
「

　
食
と
緑
の
博
覧
会
み
や
ざ
き
9
0
コ

　
ン
パ
ニ
オ
ン
募
集
一
一

　
〒
8
8
0
　
宮
崎
県
宮
崎
市
橘
通

り
東
－
丁
目
9
番
3
0
号

　
県
庁
南
第
2
別
館

電
話
（
0
9
8
5
）
2
6
　
7
1
9
＝
0

※
詳
し
く
は
右
記
の
所
ま
で
お
問
い

ム
ロ
せ
く
だ
さ
い
．
．

、
つ

こ“
・
つ田丁 報　　とσ｝平成2年4月号

勤
…
ー
ー
q
，
一
…
ー
ー
ー
哩
…
」

…
ト
ピ
ッ
ク
暴

（
9
，
．
｝
膨
」
F
レ
三
一
匿
．
レ
．
垂
レ
島
「
．
レ
．
冒
E
一
r
，
．
｝
）
三
一
一
「
レ
三
’
じ
「
菖
醒
「
．
，
．
一
二
’
レ
三
’
，
｝
．
し
　

▼みんなで
　　　歩こかい！！
　2月25日、罫書年団協議会主催による、

7歩こう難文か実施されました．

　これは町青年の親睦と融和を図るため毎

年行われているもので、今回は、星降る地

蔵の里北郷村での挑戦となりました．

　当日は、特別参加の北郷村青年5名を含
む約40名が参加し、中・」・屋天文台で天体観

測のあと、ここを深夜11時に出発、北郷村

役場まで約15kmを3時間30分かけて全員が

完歩しました、▲気分は柿右エ門
　3月4H、町子ども会育成連絡協議会主催の創作大会
が、町中央公民館で行われ、各地区の．∫一画会から100人

が参加して、陶芸を楽しみました，

　当日は、伊勢ヶ浜陶房の友清国夫さんの指㌢こより、

粘土で灰皿や鉢を作りました。できあがった作品は同日
房で焼きあげてもらうことになっています一

f敦盛愚輩愛慕繍大会一▼よりよ馳域づくり

　3月ll日、スポーツ少年団のお別れ大会が東郷・」・学校

で行われました．

　当日は、町内のスポーツ少年団で活動する少年、少女が

一一 ｯに会し、優秀団員の表彰や体力テスト、ゲームでの
交流を行い次年度にむけて決意を新たにしていました．

一

幽愚

～＿

～

？撃＆一喫 劉

国画ずして
　3月11日、東郷町自治公民館一1館1運動推進大会

が町中央公民館で開催されました．

　これは、明るく、豊かで、住みよい地域づくりをめ

ざして、自治公民館のあり方を研修するため行われ、

各公民館長をはじめ、役：員など多数が出席しました一

　大会では、公民館長による事例発表のあと、肖島～f

年の家社会教育指導員鈴木一夫先生による講演「今自

治公民館活動がめざすもの」が行われました。

　　　　　　　　　　　　　＿一
．一一一一へ

．
げ
ま
．
皇
雲
民
箆
窃
袈
穿
あ

会館遷動鑓ズ
・

磁
域
に
根
《
マ
・
た
㌻
3
・
’

▲自然と生活環境を守るため…
　町ではこのほど「生活環境と自然を守る条例．を制定
しましたが、これに基づいて2月26日、第1回自然環境

保全審議会が開催されました，

　当日は、審議会委員8名により自然と生活環境保全に
ついて今後の取り組みか討議されました＝
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橘
㈹
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思
い
出
の
　
　
価

ベ
ル
リ
ン
の
壁
ω
　
一

『
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
…
」

　
私
か
べ
・
、
リ
ン
の
壁
を
現
地
で
見

た
の
は
、
昭
和
．
干
妃
年
＋
月
＋
日

一．

m
六
年
忌
の
賢
で
す
　
私
達
視
察

団
［
全
国
学
校
長
代
表
）
五
卜
名
は
、

ヨ
：
ロ
　
バ
の
教
育
視
察
に
出
か
け
、

／
ー
タ
、
リ
ス
、
　
ナ
・
一
フ
ン
ダ
、
　
西
h
h
イ
ツ
、

つ
ニ
フ
ン
フ
＼
な
ど
の
諸
国
を
視
察
し
ま

一
一
た
　
西
ド
イ
ツ
を
視
察
し
た
時
、

旺
叱
臨
非
べ
㌧
リ
ン
キ
一
目
娼
た
い
レ
一
田
心
い
辛
；

’
一
た
　
ヘ
ド
、
リ
ン
は
．
取
り
、
－
／
－
ツ
の
冒
頁

都
て
、
東
ぺ
・
、
リ
ン
・
二
西
ペ
ド
、
リ
ン

に
・
ガ
二
歩
ご
．
左
て
い
ま
p
｝
た
　
↑
果
ベ
ド
、

．
・
ン
は
9
車
［
、
．
・
四
ベ
ゼ
、
リ
ン
は
凍
π
口

．
車
　
〔
マ
メ
弓
み
．
　
／
L
タ
、
ー
ー
ス
　
　
フ
ラ

ン
ス
〕
の
一
官
埋
下
に
お
か
れ
た
の
で

す

レ
ベ
ル
リ
ン
の
壁
と
筆
者

＜
爆
撃
の
跡
、
東
ベ
ル
リ
ン

陥，

ﾀ

　
ベ
リ
、
リ
ン
の
辟
h
は
一
同
さ
2
メ
ー
ト

・
．
の
二
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
造
ら
れ
、

そ
の
ヒ
に
頑
丈
な
鉄
条
が
張
ら
れ
1
、

い
て
何
美
、
ロ
芝
」
仕
覗
い
〆
、
い
幸
手
9
．
私

た
ち
は
西
ベ
パ
、
リ
ン
飛
行
場
か
ら
バ

ス
で
東
べ
・
、
リ
ン
を
視
察
に
出
か
け

ま
し
た
　
東
ベ
ル
リ
ン
に
入
る
に
は

こ
の
壁
の
要
所
要
所
に
あ
る
検
問
所

を
通
過
し
な
け
．
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
．

　
検
問
所
に
か
か
る
と
バ
ス
の
中
に

東
ド
イ
ツ
の
検
問
官
が
二
人
入
〆
．
げ
、

来
て
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
手
荷
物
を
調

べ
た
り
厳
し
い
検
問
を
受
け
て
や
r
．

と
通
過
が
許
さ
れ
ま
し
た
，

　
市
内
を
バ
ス
の
上
か
ら
見
学
し
ま

し
た
が
、
戦
後
十
三
年
た
っ
〆
、
も
復

典
し
て
い
な
く
、
町
の
い
た
る
所
に

桝
撃
の
跡
が
生
々
し
く
残
’
．
！
、
い
ま

し
た
．
．
人
通
り
も
車
も
少
な
く
、
店

の
品
物
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
、
そ

れ
に
比
べ
る
と
西
ベ
ル
リ
ン
は
、
イ

ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
等
の
連
合
国
よ

り
豊
富
な
資
材
や
物
資
が
多
量
に
入

っ
て
き
て
、
物
資
豊
富
で
学
校
教
育

も
進
み
と
て
も
繁
栄
し
1
、
い
ま
し
た
．
．

し
か
し
、
共
産
圏
の
東
ベ
ル
リ
ン
に

は
物
資
は
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
そ
う

で
す
．

　
私
達
は
復
興
が
ま
だ
ま
だ
遠
い
東

ベ
ル
リ
ン
の
見
学
を
終
え
、
再
び
検

問
所
へ
引
き
返
し
ま
し
た
、
検
問
所

に
着
く
と
バ
ス
は
ま
た
停
止
さ
れ
、

二
人
の
検
問
官
が
乗
り
込
ん
で
検
問

を
は
じ
め
ま
し
た
．
一
　
へ
っ
づ
く
〉

　
東
郷
町
文
化
協
会
長
　
都
甲
鶴
男

麺
∪
国
バ
リ
駈
り
閨
バ
M
囚
図
り
閨
閑
話
り
閃
バ
リ
図
ハ
銘
銘
騒
h
麺
証
囚
凸
り
国
門
り
国
隅
り
M
門
り
国
門
菓
り
国
睡
り
M
W
凸
り
甦
り
国
遇
い
M
門
り
国
茜
り
図
バ
リ
M
囲
凸
り
M
パ
翼
り
国
ハ

禰］
⑭
牧
水
歌
碑

日
向
市
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

　
　
へ
幸
脇
権
現
崎
㌔

教
育
長

　
渡
辺
邦
彦

　
海
よ
か
げ
れ
水
晶
砿
の
鶏
〔
く
ろ
）

み
よ
り
雲
よ
出
で
来
て
海
わ
た
れ
か

一
】　

国
道
十
号
線
か
ら
権
現
崎
公
園
に

入
り
、
森
林
の
木
々
の
間
の
道
を
東

の
レ
わ
へ
歩
い
イ
、
い
く
と
、
　
一
面
に
中
冊

が
見
え
る
岩
鼻
に
出
ま
す
．
一
そ
こ
に

こ
の
歌
碑
が
建
’
．
て
い
ま
す
．
、

　
明
治
四
十
五
年
、
牧
水
は
父
の
病

気
の
知
ら
せ
を
受
け
て
坪
谷
へ
帰
’
．

て
来
ま
し
た
一
．
家
族
や
村
の
人
達
か

ら
は
、
［
東
京
で
の
生
活
を
あ
き
ら
め

て
故
郷
へ
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
一
と

毎
日
の
よ
う
に
説
得
さ
れ
ま
し
た

歌
人
と
し
て
大
き
な
転
換
期
に
さ
し

か
か
’
．
て
い
た
牧
水
は
顕
職
が
つ
の

る
ば
か
り
で
し
た
．
．

　
そ
の
頃
、
牧
水
は
何
回
か
こ
の
権

現
崎
、
幸
脇
、
美
々
津
の
町
に
や
r
．

て
来
て
い
る
よ
う
で
す
．
．
牧
水
は
少

年
時
代
か
ら
美
々
津
の
町
や
海
が
と

て
も
気
に
入
r
．
て
い
た
よ
う
で
す
し
、

ま
た
、
歌
の
友
と
し
て
親
交
の
あ
’
．

た
小
野
葉
桜
が
美
々
津
に
い
た
こ
と

も
あ
’
．
て
、
以
前
か
ら
た
び
た
び
こ

こ
キ
｝
訪
れ
て
い
ま
山
9
．

　
前
に
遠
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
苦
悶

の
日
々
を
送
’
．
て
悩
ん
で
い
た
牧
水

は
、
こ
の
日
も
権
現
崎
の
山
石
鼻
に
や

．’．

ﾄ
き
ま
し
た
が
、
心
が
晴
々
と
せ

ず
、
ひ
と
り
た
た
ず
ん
で
遠
く
海
を

眺
め
て
い
る
の
で
し
、
炉
う
、
そ
の
海

が
自
分
の
胸
の
中
と
比
べ
て
あ
ま
り

明
る
す
ぎ
る
の
で
「
雲
よ
出
て
来
て

も
う
少
し
か
げ
っ
て
く
れ
な
い
か
、

私
の
心
は
今
、
う
ち
し
ず
ん
で
い
る

の
だ
一
と
い
う
気
持
ち
な
の
で
し
ょ

・
つ
．
．

　
こ
の
歌
の
中
の
「
鶏
み
」
と
い
・
つ

の
は
、
一
青
黒
い
一
、
［
う
す
黒
い
一
と

い
う
意
味
で
あ
り
ま
す
．
．

　
さ
て
、
こ
の
碑
石
は
青
銅
の
よ
う

な
自
然
石
で
す
　
歌
の
前
に
は
、
「
美

々
津
権
現
崎
に
て
一
と
詞
書
が
つ
い

て
お
り
、
活
字
体
で
刻
ま
れ
て
い
ま

す
、　

私
も
何
度
か
こ
の
歌
碑
を
訪
ね
ま

し
た
が
、
こ
の
歌
碑
の
前
に
立
つ
と

当
時
の
若
き
牧
水
の
心
撹
が
し
の
ば

れ
、
・
て
の
苦
悶
と
哀
愁
が
切
々
と
伝

わ
’
．
て
く
る
の
を
覚
え
ま
す
．
．

　
こ
の
歌
は
第
六
歌
集
「
み
な
か
・
ゴ

に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
帰

省
中
に
詠
ん
だ
も
の
の
中
か
ら
ひ
と

つ
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
．

　
ま
ん
ま
る
に
袖
ひ
き
あ
は
せ
星
ち

　
　
ロ
し
　
チ
　
リ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
く

ぢ
め
日
向
に
ね
む
る
　
父
よ
風
邪
ひ

か
め

　
健
康
を
害
し
！
、
い
る
父
を
い
た
わ

る
牧
水
の
気
持
ち
が
し
み
じ
み
と
伝

わ
r
．
て
く
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

レ
幸
脇
権
現
崎
の
歌
碑

　’
かぎ

’

、
つ
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一

〕［

@
　
　
〕
【
．
判
．
ヨ
ー

覗
毒
．
爵
、
・

⑲
ス
ポ
ー
ツ
外
傷

　
　
　
の
話

東
郷
町
立
病
院

　
外
科
中
間
季
雄

　
今
回
は
具
体
的
な
ス
ホ
ー
ツ
に
よ

る
外
傷
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
ょ

う
．
．　

H
捻
挫
に
つ
い
て
・
捻
挫
と
は
、

関
節
が
外
．
力
を
う
け
、
生
理
的
な
運

動
範
囲
を
越
え
て
運
動
を
強
制
さ
れ

た
状
態
で
、
主
に
靱
帯
、
関
節
包
な

ど
が
損
傷
さ
れ
ま
す
　
尾
関
節
に
よ

く
発
生
し
ま
す
が
、
軽
い
捻
挫
は
問

題
あ
り
ま
せ
ん
　
し
か
し
、
ひ
ど
い

時
は
タ
、
フ
ス
固
定
な
ど
の
治
療
が
必

．
要
と
な
り
ま
す
．

　
で
は
ど
う
い
う
時
が
ひ
ど
い
捻
挫

な
の
で
し
ょ
う
か
．
そ
れ
は
、
け
が

を
し
た
直
後
に
す
ぐ
立
て
な
い
、
腫

れ
が
ひ
ど
い
、
ど
ん
な
方
向
に
動
か

し
て
も
激
痛
が
あ
る
、
関
節
が
異
常

に
動
く
、
以
ヒ
の
よ
う
な
時
は
重
傷

と
考
え
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う

　
捻
挫
の
応
急
処
置
に
は
四
つ
の
原

則
が
あ
り
ま
す
．
．
安
静
、
冷
却
、
圧

迫
、
挙
上
で
す
．
．
つ
ま
り
氷
水
な
ど

で
が
ん
が
ん
冷
や
し
て
圧
迫
し
、
足

を
高
く
し
て
安
静
に
す
る
こ
と
で
す
．
．

　
国
膝
の
外
傷
に
つ
い
て
・
ま
ず
、

膝
の
構
造
と
し
ノ
、
大
切
な
も
の
が
あ

り
ま
す
．
．
そ
れ
は
四
つ
の
靱
帯
（
内

側
と
外
側
の
靱
帯
、
前
と
後
ろ
の
十

字
靱
帯
）
と
半
月
板
で
す
．
．
そ
れ
ぞ

れ
の
靱
帯
は
膝
の
前
後
左
右
の
動
き

に
対
し
て
安
定
化
す
る
役
割
、
半
月

板
は
骨
と
骨
と
の
間
に
は
さ
ま
つ
！
、

い
る
柔
ら
か
い
軟
骨
で
膝
の
曲
げ
伸

ば
し
を
な
め
ら
か
に
す
る
働
き
が
あ

り
ま
す
．
．
こ
れ
ら
が
膝
を
ひ
ね
っ
た

時
や
転
倒
一
“
た
時
損
傷
四
一
｝
や
す
い
の

で
す
．
一
特
に
膝
関
節
内
に
血
が
貯
つ

た
状
態
の
時
は
、
何
ら
か
の
靱
帯
や

半
月
板
に
損
傷
が
あ
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
．
．

　
女
子
の
場
合
は
、
男
．
r
に
比
ら
べ

て
も
と
も
と
靱
帯
の
構
造
が
弱
い
た

め
に
、
バ
ス
ケ
目
、
ト
ボ
！
ル
や
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
時
、
ダ
リ
シ
「
一
し
て
急

に
ス
ト
ッ
7
を
か
け
た
場
合
、
容
易

に
靱
帯
が
切
れ
た
り
、
半
月
板
が
断

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意

が
必
要
で
す
．
．

　
一
時
的
に
痛
み
が
と
れ
て
も
、
膝

を
曲
げ
伸
ば
し
し
た
時
に
膝
の
中
で

何
か
ひ
っ
か
か
る
感
じ
が
す
る
、
あ

る
い
は
膝
を
動
か
そ
う
と
す
る
と
急

に
痛
…
み
が
き
て
動
か
せ
な
く
な
る
、

な
ど
の
症
状
が
あ
る
時
は
半
月
板
が

断
裂
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
一
、

　
靱
帯
を
切
っ
た
時
は
、
軽
い
場
合

は
ギ
．
フ
ス
固
定
な
ど
で
治
療
し
ま
す

が
、
完
全
断
裂
や
膝
の
中
に
あ
る
十

字
靱
帯
を
切
っ
た
時
は
、
ほ
と
ん
ど

手
術
に
な
り
ま
す
．
．
ア
配
し
て
も
相

当
の
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
で
す
の
で
、

患
者
さ
ん
の
年
齢
、
性
、
今
後
も
ス

ホ
ー
ツ
を
続
け
る
の
か
、
な
ど
考
慮

し
な
が
ら
手
術
を
決
定
し
ま
す
．
．
半

月
板
の
手
術
は
、
最
近
は
関
節
鏡
（

胃
カ
メ
ラ
み
た
い
な
も
の
）
を
用
い

て
手
術
し
ま
す
の
で
、
傷
跡
も
小
さ

く
、
手
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
も
容
易
に

な
っ
て
い
ま
す
．

交
通
事
故
は
気
の
ゆ
る
み
か
ら

δら，．
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町
報
三
月
号
で
掲
載
し
ま
し
た
が
、

昭
和
五
十
七
年
に
発
生
し
た
交
通
事

故
で
死
者
二
名
、
重
傷
】
名
、
さ
ら

に
人
口
比
で
事
故
件
数
が
県
内
で
不

名
誉
な
一
番
に
な
り
ま
し
た
．
一
こ
の

時
は
町
長
が
先
頭
に
た
ズ
．
て
交
通
事

故
防
止
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
行

い
ま
し
た
．
．
以
後
町
民
の
交
通
事
故

は
減
少
し
ま
し
た
が
、
長
年
平
穏
が

続
く
と
当
時
の
糸
張
感
が
う
す
ら
ぎ

ま
す
．
．

　
昨
年
、
交
通
事
故
に
よ
る
全
国
の

死
者
が
一
万
7
「
人
を
超
え
、
ま
た
、

今
年
に
な
り
日
向
警
察
署
管
内
で
も

死
亡
事
故
が
累
加
し
て
、
た
び
た
び

死
亡
事
故
多
発
警
報
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
．
．

　
そ
こ
で
二
月
二
十
日
か
ら
四
日
間
、

町
内
八
地
区
に
お
い
て
、
交
通
事
故

防
止
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
．
本

町
の
免
許
証
所
有
者
は
、
二
P
八
百

人
と
推
定
さ
れ
、
昨
年
の
新
規
取
得

者
も
百
二
十
三
人
と
毎
年
増
加
し
て

い
ま
す
．
．
し
か
し
、
受
講
者
は
全
体

の
約
五
分
の
一
の
出
席
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
一
．

　
最
近
、
本
町
の
事
故
も
滅
少
し
て

お
り
、
寒
い
時
期
の
開
催
で
も
あ
り

ま
し
た
の
で
、
受
講
者
の
多
少
で
交

通
安
全
に
対
す
る
認
識
の
是
否
を
判

断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
．
．
し
か

し
、
”
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
く
る
”
と

い
う
仏
人
の
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
．
．

こ
ん
な
時
に
こ
そ
突
発
的
な
不
測
の

災
害
を
考
え
、
毎
日
心
を
引
き
締
め

て
慎
重
な
運
転
を
心
が
け
た
い
も
の

で
す
一
、

　
東
郷
町
は
活
力
に
満
ち
た
牧
水
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
、
一
交
通
事
故
や
違
反
を
お
こ
さ
な

水
音
の
寂
し
く
な
り
ノ
、
冬
の
滝
山
に

一
つ
の
命
絶
ゆ
如

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

如
月
は
悔
香
る
月
な
り
と
ふ
想
い
み

し
陰
野
に
早
も
う
ぐ
い
す
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

応
召
の
夫
の
武
運
を
祈
り
た
る
水
神

様
の
丘
に
今
日
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
」
．
．
匹
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、
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桂
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ク
j

村
掃
う
小
原
峠
に
見
は
る
か
す
丸
き

山
な
み
の
果
て
市
房
か

　
　
　
　
　
　
　
　
網
野
　
文
雄

老
師
指
す
彼
方
に
重
畳
と
尾
根
続
く

市
．
房
な
ら
ん
か
…
惑
え
立
つ
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
．
茂
雄

環
4．、

は
な

し、

と

も
二
　
　
　
一
　
　
一
　
土
　
　
士
　
　
　
　
　
　
．
　
∴
　
　
‡
　
　
　
　
　
．

、
大
事
な
町
づ
く
り
の
一

い
で
し
ょ
う
か
．
、

、
し
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人
智
動
態
調
査
に

　　

@
ご
協
力
を

　
厚
生
省
で
は
人
口
動
態
調
査
を
毎

年
実
施
し
げ
、
い
ま
す
、
こ
の
調
査
は

皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
、
死
亡
、
死
産
、

婚
姻
、
離
婚
の
各
届
書
を
も
と
に
、

出
生
や
死
亡
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る

も
の
で
す
が
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ

る
年
に
は
、
届
書
に
職
業
も
記
入
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業

も
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す

　
調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉

の
向
し
に
役
立
た
せ
る
た
め
の
統
計

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す

　
届
出
を
さ
れ
る
方
々
に
は
ご
面
倒

を
か
け
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
、
い
い
た
し
ま
す
．

▽
調
査
期
間
平
成
二
年
四
月
一
日

目
か
ら
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

▽
調
査
対
象
者
　
出
生
・
死
亡
・
死

　
産
・
婚
姻
・
離
婚
届
を
出
さ
れ
る

　
方
々

▽
調
査
方
法
　
各
届
書
を
出
さ
れ
る

　
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
記
入

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
役
場
の
窓

　
日
に
「
出
生
届
、
死
亡
届
、
死
産

　
届
、
婚
姻
届
、
離
婚
届
を
さ
れ
る

　
方
に
お
願
い
」
が
備
え
付
け
て
あ

　
り
ま
す
の
で
、
参
考
の
う
え
記
入

　
し
て
く
だ
さ
い
．
．

奨
学
生
を

　　

蜿
W

　
東
郷
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
弔
成
二
年
度
の
奨
学
生
を
募

集
い
た
し
ま
す
．
、

▽
申
込
資
格

　
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
、
町
内
に
引
続
き
五
年
以
上
在
住

し
、
現
に
居
住
す
る
者
で
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
及
び
大
学
に
在
学
し

て
い
る
者
、
ま
た
は
、
こ
れ
か
ら
学

校
に
進
学
す
る
者
．
．

▽
貸
与
申
込

　
願
、
帝
日
用
紙
が
、
教
育
委
貝
会
事
務

局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
新

し
く
申
込
む
人
は
願
書
に
履
歴
書
、

身
体
検
査
日
日
、
及
び
在
学
証
明
義
脚
を

必
ず
添
え
て
申
込
む
こ
と
．
、

　
継
続
申
込
み
者
は
、
高
校
に
つ
い

て
は
願
書
に
成
績
証
明
書
、
大
学
は

願
書
に
単
位
修
得
証
明
書
を
添
え
て

申
込
む
こ
と
．
．

二
い
6
ほ
り
捗
あ
り
ま
せ
ん
か

　
町
観
光
協
会
で
は
、
毎
年
牧
水
公

園
に
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
げ
て
い
ま
す

が
、
年
々
古
く
な
り
現
在
で
は
数
が

た
い
へ
ん
少
な
く
な
’
．
て
い
ま
す
、

　
つ
き
ま
し
て
は
、
各
家
庭
で
子
供

さ
ん
が
大
き
く
な
っ
て
現
在
使
っ
て

い
な
い
こ
い
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た

▽
申
込
締
切
日
　
4
月
⑳
日
㈲

▽
貸
与
決
定

　
五
月
L
旬
ま
で
に
各
保
護
者
宛
に

通
知
し
ま
す
．

　
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
町
教
育

委
員
会
事
務
局
へ
。

▽
貸
与
額

　
高
校
　
月
額
一
万
円

　
大
学
　
月
額
二
万
円

三
徳
祭

▽
日
時
　
4
月
1
日
　
恥
時
～

▽
場
所
　
謙
徳
碑
面

戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

▽
日
時
　
4
月
3
日
　
1
0
時
～

▽
場
所
　
成
願
、
ぴ

行
政
相
談
・
人
権
相
談

▽
日
時
　
4
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
4
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

ら
ご
寄
贈
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
、

　
寄
付
し
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
数
は

問
い
ま
せ
ん
の
で
、
役
場
企
画
財
政

課
内
観
光
協
会
事
務
局
へ
お
申
し
薄

く
だ
さ
い
．

　
　
今
月
の
納
税
四

六
自
動
車
税
全
期

固
定
資
産
税
　
一
期

　　

@　

@　

@　

°
}

　　

@　

@　

@　

@
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
杜
ム
ム
福
祉
高
山
議
ム
ム
へ
　
仕
ム
ム
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
小
野
田
の
高
森
ミ
ツ
エ
さ
ん
か
ら

　
（
一
夫
さ
ん
・
8
7
歳
ご
逝
去
）

◎
横
浜
市
の
寺
原
懇
さ
ん
か
ら

　
（
喜
市
さ
ん
・
8
0
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
三
原
繁
明
さ
ん
か
ら

　
〔
幸
一
さ
ん
・
8
7
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
川
越
昇
さ
ん
か
ら

　
（
文
男
さ
ん
・
5
8
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
富
山
勲
さ
ん
か
ら

　
（
ケ
サ
ノ
さ
ん
・
η
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
安
田
三
F
枝
さ
ん
か
ら

　
戸
始
さ
ん
・
8
0
歳
ご
逝
去
）

φ
癌
姦
夢
密
嘩
毒
φ
幽
命
瀞
魯
融
申

声
籍
だ
よ
り

卑
磯
砂
脅
磯
轡
壱
壱
命
壷
聯
融
毒
禽

　
　
（
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
4
、
と
う

結
婚
お
幸
せ
に

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
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	春の青少年を伸ばす運動
	みんなで歩こうかい!!

	気分は柿右エ門
	よりよい地域づくりをめざして

	１年間を振り返って～スポーツ少年団お別れ大会

	自然と生活環境を守るため…
	交通事故は気のゆるみから

